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○京力農場プランの取り組み

○収入保険

○集落営農組織の紹介

○新規就農を目指して

○舞鶴の農家住宅

○農業大学校学生募集

　10月になれば、イチョウの葉が色づく頃になる。
　葉には、切れ込みのある葉とない葉がある。木には防火力があ
り、火事になると水を吹き出すと言う。その為、公園や学校、神
社、街路でよく見かけ、源実朝暗殺で有名な鶴岡八幡宮の「隠れ
イチョウ」、大阪御堂筋のイチョウ並木など身近で馴染みのある木
です。
　銀杏（ぎんなん）は実ではなく、種であり、葉が色づく前に熟
す。また、大量にあると匂いが大変なので、街路樹は雄木が使わ
れる。
　イチョウは約２億年前の中生代ジュラ紀に栄え、現在まで種を絶
やさずに続く歴史の古い木で「生きた化石植物」と呼ばれ、仲間の
多くは恐竜と共に氷河期に絶滅した。   　　　　 　  （嵯峨根委員）

茅葺き屋根の荒木家住宅（7P参照）
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後
継
者
問
題
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、
地
域

農
業
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
で
の
話
合

い
を
も
と
に
作
り
上
げ
て
い
く
地
域
農
業
の
将
来

の
設
計
図
で
す
。
５
年
後
10
年
後
に
守
る
べ
き
農

地
に
つ
い
て
や
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
、
栽
培
作
物
等
の
営
農
計
画
等
を
定
め
る
も
の

で
、
新
規
就
農
制
度
等
の
補
助
金
の
交
付
要
件
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
て

　

こ
れ
ま
で
に
全
国
各
地
で
作
成
さ
れ
た
プ
ラ
ン

の
中
に
は
、
地
域
内
で
の
話
合
い
が
不
十
分
で
、

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
だ
け
を
目
的
に
作
成
さ
れ

た
プ
ラ
ン
も
あ
る
た
め
、
形
だ
け
で
な
く
、
真
に

話
合
い
に
基
づ
い
た
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
次
の
三
つ
の
手
順
を
踏
ん
で
作
成
さ
れ
た

プ
ラ
ン
が
、
実
質
化
さ
れ
た
京
力
農
場
プ
ラ
ン
と

な
り
ま
す
。

　

京
力
農
場
プ
ラ
ン
の
作
成
・
実
質
化
へ
の
協
力

が
農
業
委
員
会
の
重
要
な
業
務
で
あ
る
た
め
、
令

和
２
年
度
の
改
選
を
期
に
、
作
成
及
び
実
質
化
に

向
け
た
取
り
組
み
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
農
業
委
員
会
と
市
農
林
課
共
同

で
市
内
全
域
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
農
事
組
合
長
様
等
の
協
力
の
基
で
各
農
家
世

帯
の
皆
様
に
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
質
化
さ
れ
た
京
力
農
場
プ
ラ
ン
の

作
成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
実
質
化
」
と
は

京
力
農
場
プ
ラ
ン
と
は

お
り
ま
す
が
、
京
都
府
に
お
い
て
は
「
京
力
農
場
プ

ラ
ン
」（
以
下
プ
ラ
ン
）
と
い
う
名
称
で
、
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

舞
鶴
市
に
お
い
て
も
、
一
部
地
域
で
作
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
農
地
の
あ
る
全
て
の
集
落
で
作

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
農
業
に
つ
い
て

話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な
る
。

５
年
後
、
10
年
後
の
地
域
の

営
農
の
姿
を
地
域
で
共
有
で
き
る
。

アンケートの実施❶

京
力
農
場
プ
ラ
ン
作
成
の
メ
リ
ッ
ト

実質化された京力農場プランの作成手順

（現在の耕作状況と5年後・10年後の意向、後継者
の有無等について調査）

地域の状況の地図化❷
（アンケート結果を地図上に落とし込むことで、地
域の実情を把握）

地域の話合い❸
（アンケート結果と地図を活用し、
5年後10年後に向けた担い手への
農地集積等、地域の営農方針を話し合う）

済

のののてて府
に
お
い
て
は
「
京
力
農
場
プ
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そ
の
た
め
に
、
話
合
い
で
参
加
者
全
員
が
発
言

し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
た
め
の
手
法
や
、
意
見

を
聞
き
出
す
た
め
の
コ
ツ
を
学
ぶ
た
め
、
話
合
い

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
話
合
い
や
会
議
に
お
い
て
、
参

加
者
全
員
が
納
得
で
き
る
場
と
は
ど
う
い
っ
た
も

の
か
、
う
ま
く
い
か
な
い
話
合
い
は
、
参
加
者
が

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
等
を
考
え
、
参
加

者
全
員
が
意
見
を
出
し
や
す
い
、
話
し
や
す
い
場

づ
く
り
・
雰
囲
気
づ
く
り
を
行
う
手
法
に
つ
い
て

講
義
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
話
合
い
に
よ
り
出
た
意
見
を
結
論
へ

導
く
た
め
、
参
加
者
全
員
が
共
通
の
認
識
を
持
て

る
よ
う
模
造
紙
や
付
箋
等
を
使
っ
た
可
視
化
（
見
え

る
化
）
手
法
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン
の
話
合
い
の
場
に
お

い
て
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

プ
ラ
ン
作
成
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
地
域
毎
に

集
計
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
各
地
域
の
農
事
組

合
長
様
へ
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
把
握
で
き
る
範
囲
の
地
図
化
を

市
農
林
課
に
お
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
順
次
、
各
地
域
で
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
作
成
し
た
地
図
の
補
完
作
業
と
話

し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
各
地
区
担
当
の
農
業
委
員
・

推
進
委
員
が
市
農
林
課
職
員
と
共
同
で
、
地
域
の

プ
ラ
ン
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※

令
和
３
年
度
は
、
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
実
質
化

さ
れ
て
い
な
い
地
域
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
の
集
落
協
定
策
定
予
定
地
区
を
中
心
に
21
地
区

で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
は
京
力
農
場
プ
ラ
ン

の
作
成
・
実
質
化
に
向
け
た
地
域
の
話
合
い
に
お

い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
の
中
心
的

な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
話
合
い
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
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　収入保険はすべての農産物を対象品目とし、自ら生産した農産物の販売収入全体が
対象となる保険です。経営内容に応じて加入方法が選べます。

　京都府農地中間管理機構では、農地の借受を希望する方の募集を行っております。
募集区域は市街化区域の農用地を除く農地で現在の募集区域は機構ホームページ上に
掲載しております。
　※詳しくは京都府農業会議または市役所農林課農政係までお問い合わせください。

自然災害、市場価格の下落、災害で作付不能、病気で収穫不能、
倉庫の浸水、取引先の倒産、盗難や運搬中の事故、為替変動で大損　など

収量の減少、価格の低下により収入が減少した場合、保険金が支払われるまでに無利子で融資
を受けることができます。

収入
対象となる保険です。経営内容に応じて加入方法が選べます。

自然災害、市場価格の下落、災害で作付不能、病気で収穫不能、
替変動で大損

収入が減少するさまざまな要因が補償の対象です
自然災害、市場価格の下落、災害で作付不能、病気で収
倉庫の浸水、取引先の倒産、盗難や運搬中の事故、為替

青色申告をしている農業者が対象です

われるまでに無利子で融資

青色申告をしている農業者が対象です青色申告をしている農業者が対象です

農業者が支払う保険料、事務費は半額、積立金は4分の3国が補助します

収量の減少、価格の低下により収入が減少した場合、保険金が支払わ
を受けることができます。
収量の減少 価格の低下により収入が減少した場合 保険金が支払わ

農業者が支払う保険料、事務費は農業者が支払う保険料、事務費は半額半額 立金は立金は、積立、積立 4分の4分の

無利子のつなぎ融資で経営の負担を軽減できます

加入条件や補てん内容など詳しいことは、こちらにお問合せください。
京都府農業共済組合　中丹支所　綾部市井倉新町中畠23番地 
TEL.0773－42－8800 　FAX.0773－42－1051
ホームページURL https://www.kyoto-nosai.jp/jigyou/syunyu/

令和４年加入申込受付中！
試算もいたしますのでお早目にお声掛けください

● 一般社団法人京都府農業会議（京都府農地中間管理機構）
TEL：075-417-6868
ホームページURL：https://www.agr-k.or.jp/̃kyoto-j/farmbank/

● 舞鶴市役所農林課農政係
TEL：0773-66-1023

問い合わせ先

農用地の借受希望者を募集します！農用地の借受希望者を募集します！

入保険はすべての農産物を対象品目とし、自ら生産した農産物の販売収入全体入保険はすべての農産物を対象品目とし、自ら生産した農
となる保険です 経営内容に応じて加入方法が選べます

収入保険は経営安定の必需品収入保険は経営安定の必需品
経営はあなたの選択で守る時代に

baank//
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由
良
川
の
浸
水
被
害
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
気

柵
の
み
で
運
用
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
鹿
の
出
没

で
一
晩
に
小
豆
が
全
滅
し
た
こ
と
が
起
こ
り
、
悩

み
の
種
で
す
。

　

さ
ら
に
、
耕
作
面
積
に
比
例
し
草
刈
り
作
業
が

増
え
、
反
対
に
作
業
参
加
者
が
減
る
中
で
、
各
作

業
員
の
仕
事
量
を
軽
減
す
る
方
策
が
最
も
切
実
な

課
題
で
す
。

　

久
田
美
地
区
は
由
良
川
下
流
の
東
側
で
谷
の
奥

は
東
に
城
屋
、
南
は
志
賀
郷
、
西
に
桑
飼
上
が

あ
っ
て
岡
田
小
学
校
か
ら
約
２
㎞
の
範
囲
に
住
居

地
と
し
て
、
現
在
１
１
３
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
８
割
が
農
家
で
、
米
を
栽
培
し
て
い

る
の
は
36
世
帯
で
す
。

　

組
合
は
、
平
成
４
年
に
総
工
費
２
億
１
千
万
円
、

地
元
負
担
５
千
４
百
万
円
で
里
地
区
の
ほ
場
整
備

事
業
が
完
成
し
た
後
に
維
持
管
理
を
目
的
と
し
て

組
合
員
85
名
（
内
役
員
13
名
）
で
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
２
台
を
中
心

に
約
８
・
７
ha
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
そ
の
他
小
豆
を
含

め
４
〜
６
人
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
に
於
け
る
役
割
と
し
て
、
組
合
は
高
齢

化
や
離
村
に
よ
り
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
を

引
受
け
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
他
地
区
同
様
に
増
加
す
る
引
受

け
農
地
、
組
合
員
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
有

害
鳥
獣
の
被
害
が
目
立
ち
、
特
に
猪
と
鹿
の
被
害

が
多
く
電
気
柵
と
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
組
み
合

わ
せ
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

志賀郷への旧道

集
落
営
農
組
織
の
紹
介

集
落
営
農
組
織
の
紹
介

収入保険は経営安定の必需品

久
田
美
営
農
組
合

眞
下　

新
一
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山
下
正
隆
さ
ん
は
、舞
鶴
市
生
ま
れ
の
29
歳
で
す
。

　

農
業
を
や
ろ
う
と
決
め
た
き
っ
か
け
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
舞
鶴
の
西
方
寺
地
区
の
農
家
を
紹

介
さ
れ
、
６
年
間
野
菜
栽
培
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
後
作
と
し
て
、
ほ
う

れ
ん
草
を
栽
培
し
、
近
く
で
ほ
場
が
確
保
で
き
れ

ば
、
九
条
ネ
ギ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ニ
ン
ニ
ク
・

大
根
も
栽
培
し
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
「
東
舞
鶴
に
は
若
手
農
業
者
が
少
な
く
、
自
分
も

早
く
先
輩
農
業
者
に
追
い
つ
き
、
共
に
東
舞
鶴
全

体
を
盛
り
上
げ
、
雇
用
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き

た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
以
外
の
楽
し
み
は
、
合
唱
団
の
団

長
を
さ
れ
て
お
り
、
歌
を
唄
う
こ
と
で
「
ト
ラ
ク

タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
大
き
な
声
で
練
習
が

で
き
る
。」
と
、
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
大
石
委
員
）

　

自
宅
に
近
い
東
舞
鶴
で
ほ
場
を
検
討
、
市
役
所

の
農
林
課
よ
り
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
、

鹿
原
地
区
の
農
地
を
紹
介
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
と
の
か
か
わ
り
は
、
後
見
人
に
地
元

の
方
を
お
願
い
す
る
な
ど
地
元
に
溶
け
込
め
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
で
す
。

　

令
和
３
年
３
月
か
ら
令
和
５
年
２
月
ま
で
の
２

年
間
「
担
い
手
養
成
実
践
農
場
」
研
修
を
受
け
、
期

間
中
に
は
、
万
願
寺
甘
と
う
・
エ
ビ
イ
モ
の
栽
培

を
京
都
府
農
山
漁
村
伝
承
技
能
登
録
者
に
学
ば
れ

る
と
の
事
で
す
。

　

今
年
は
、
栽
培
経
験
の
あ
る
万
願
寺
甘
と
う
を

露
地
で
５
㌃
と
Ｊ
Ａ
の
「
野
菜
の
学
校
」
で
学
ん
だ

エ
ビ
イ
モ
を
５
㌃
栽
培
さ
れ
て
お
ら
れ
、
現
在
の

経
営
面
積
は
合
計
10
㌃
で
す
。
令
和
４
年
は
ハ
ウ

ス
を
建
て
、
万
願
寺
甘
と
う
を
ハ
ウ
ス
と
露
地
で

栽
培
さ
れ
る
予
定
で
、
令
和
５
年
に
は
２
棟
目
の

ハ
ウ
ス
を
建
て
、
ハ
ウ
ス
２
棟
と
露
地
で
栽
培
し
、

経
営
面
積
は
万
願
寺
甘
と
う
20
㌃
、
エ
ビ
イ
モ
５

㌃
作
付
け
さ
れ
る
計
画
で
す
。

農
業
と
の
出
会
い

鹿
原
の
ほ
場
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

今
後
の
意
気
込
み
と
楽
し
み

作
付
け
野
菜

「担
い
手
養
成
実
践
農
場
」
の
研
修
期
間
中

万願寺甘とうの収穫と整枝剪定作業

担い手養成実践農場の全景

（
鹿
原
）

さ
ん
（29）

山
下　

正
隆

水
口
家
住
宅
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舞
鶴
の
農
家
住
宅

集
落
の
歴
史
を
継
承
す
る
、

茅
葺
き
屋
根
の
民
家

舞
鶴
の
農
家
住
宅

水
口
家
住
宅

水
口
家
住
宅

背
景
の
木
々
と
調
和
す
る
茅
葺
き
屋
根

細
か
な
細
工
で
鶴
が
表
現
さ
れ
て
い
る
釘
隠
し

母
屋
の
前
に
立
つ
の
は
、
持
ち
主
の
水
口
久
男
さ
ん

　
「
水
口
家
住
宅
」
の
造
り
は
、
入
母
屋
造
り
茅

葺
き
で
、
桟
瓦
葺
き
の
下
屋
庇
が
四
周
し
て
い

ま
す
。
大
屋
根
の
頂
上
、
大
棟
は
瓦
棟
で
す
。

元
々
の
間
取
り
は
、「
広
間
型
」で
、
土
間
に
そ
っ

て
広
間
、
奥
に
３
室
並
ぶ
平
面
計
画
で
す
。
奥

の
３
室
の
内
の
１
部
屋
で
あ
る
オ
モ
テ
（
現
在
の

客
間
に
当
た
る
部
屋
）
に
は
、
拭
き
漆
塗
り
の
床

框
・
床
板
で
設
え
た
床
の
間
や
鶴
の
形
の
釘
隠

し
な
ど
が
使
わ
れ
、
上
質
な
造
り
の
民
家
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

大
き
な
増
築
は
加
え
ら
れ
ず
、
現
在
の
造
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
は
地
域
の
歴
史
を
伝

え
、
当
時
の
景
観
を
思
わ
せ
る
重
要
な
地
域
の

構
成
要
素
で
す
。

　
「
水
口
家
住
宅
」
は
、
明
治
期
か
ら
水
口
家
の

住
ま
い
と
し
て
現
在
ま
で
代
々
住
み
継
が
れ
て

い
ま
す
。
近
年
、
水
害
対
策
と
し
て
嵩
上
げ
工

事
も
行
わ
れ
、
良
い
状
態
で
建
物
は
保
た
れ
て

い
ま
す
。

　

建
物
維
持
で
大
変
な
の
が
茅
葺
き
屋
根
の
葺

き
替
え
で
す
。
そ
の
た
め
、
ト
タ
ン
で
覆
わ
れ

た
茅
葺
き
の
民
家
が
多
く
な
り
、
茅
葺
き
の
民

家
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
水
口
家
住
宅
」

は
、
十
数
年
ご
と
に
分
割
し
て
屋
根
を
葺
き
替

え
て
い
ま
す
。
持
ち
主
の
こ
だ
わ
り
と
愛
情
を

感
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
尾
上
委
員
）

　

舞
鶴
市
久
田
美
に
あ
る
「
水
口
家
住
宅
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

築
年
度
は
明
治
期
。
大
正
末
期
ま
で
藍
染
め
を
お
こ
な
っ
て

い
た
民
家
で
す
。
こ
の
よ
う
な
民
家
を
周
辺
地
域
で
は
「
コ
ー

ヤ
」（
紺
屋
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
建
物
は
専
用
住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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編

集

後

記

■
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
取
材
・
執
筆
な

ど
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

69
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
さ
て
、
私
の
担
当
す
る
、
コ
ラ
ム
「
舞

鶴
の
農
家
住
宅
」
は
第
３
編
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
取
材
し
持
ち
主
、
関
係

者
に
色
々
な
お
話
を
聞
き
、
家
を
守
る
、

文
化
を
継
承
す
る
大
切
さ
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
同
時
に
人
々
の
家
を
守
り
続

け
る
思
い
の
強
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

■
一
方
、
農
家
住
宅
の
空
き
屋
は
増
え
て

い
ま
す
。
農
業
振
興
と
共
に
、
農
業
・

農
地
・
農
家
住
宅
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

集
落
と
そ
の
景
観
を
将
来
に
継
承
す
る

た
め
に
、
何
が
で
き
る
の
か
を
、
様
々

な
人
々
と
考
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
尾
上
委
員
）

●
広
報
委
員
●

委
員
長　
　

嵯
峨
根　

秀　

樹

副
委
員
長

松　

本　

圭　

司

委　

員　
　

淡　

路　

辰　

己

委　

員　
　

大　

石　

昌　

矗

委　

員　
　

尾　

上　

亮　

介

委　

員　
　

櫻　

井　

昭　

秀

まいづる農業委員会だよりは舞鶴市ホームぺージにも掲載されております。 https://www.city.maizuru.kyoto.jp/

で安心、豊かな老後を！

で安心、豊かな老後を！で安心、豊かな老後を！農業者年金

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJA

または農業者年金基金（TEL：03‐3502‐3199）に
お問い合わせください。

（農業者年金加入推進部長  霜尾委員）

農業者なら広く加入OK

農業の担い手には手厚い政策支援

税制上の優遇措置あり

少子高齢時代に強い年金

終身年金で80歳まで保証

保険料は自由に設定OK

農業者なら広く加入OK農業者なら広く加入OK

税制上の優遇措置あり税制上の優遇措置あり

少子高齢時代に強い年金少子高齢時代に強い年金

農業の担い手には手厚い政策支援農業の担い手には手厚い政策支援

終身年金で80歳まで保証終身年金で80歳まで保証

保険料は自由に設定OK保険料は自由に設定OK

農業者年金に
加入しましょう

月700円、年8,400円

■購読のお申し込みは、
　農業委員会事務局へ
　TEL 0773－66－1023
■発行所
　全国農業会議所

（消費税込）

朝を迎える春の農業大学校

京都府立農業大学校
学生募集
京都府立農業大学校
学生募集
京都府立農業大学校では、
府内で農業に従事したい意欲ある学生を
募集しています。

令和3年11月29日（月）
　～ 12月13日（月）

令和4年1月21日（金）
　～ 2月2日（水）願書受付期間

一般入学試験（前期） 一般入学試験（後期）

令和4年1月11日（火）
　午前9時20分～

令和4年2月18日（金）
　午前9時20分～試　験　日

試 験 場 所 京都府立農業大学校（綾部市位田町桧前30）

0773－電話

48－032148－0321

迎える春の農業大学校

金）

金）

）

07730773－電話

詳しくは、農業大学校へ
直接お問い合わせ下さい。


